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心理学研究室報
平成２２年度 専修大学人間科学部心理学科
大学院文学研究科心理学専攻
本年度は，本学に心理学科および社会学科から成る人間科
学部が新設され，従来から存続する大学院文学研究科心理学
専攻との有機的なつながりにより，本学における心理学教育
および研究体制が一層充実の一歩を歩みだした記念すべき年
である。加えて，昨年度移転新設された心理教育相談室は，
対外的な心理臨床サービスのみならず，日本臨床心理士資格
認定協会より第一種指定大学院とされている本学大学院での
教育体制のさらなる充実を得た。このような新体制の中，新
たな「心理学研究室」をこれまでの輝かしい心理学研究室の
歴史を培って下さった退職教員および OBの皆様と伴に祝う
意味合いも込めた，心理学研究室ホームカミングデーを盛況
に開催するに至った。また，本学の目指す高度な心理学研究
者の育成の成果として，新たに１名が博士号を授与されたこ
とも新たな心理学科の船出に花を添えたことになろう。
Ⅰ．専修大学心理学研究室の歴史
本学に心理学教室（研究室）が重松毅先生により設立され
たのは昭和４１年（１９６６年）であり，当時は人格，学習，生
理，および知覚の各領域のみであったが，以来，５４年の歴史
がある。人文学科心理学コースであったものが，平成８年
（１９９６年）に文学部心理学科，そして，平成２２年（２０１０年）
より，人間科学部心理学科となった。加えて，平成４年（１９９２
年）には大学院修士課程が，平成６年（１９９４年）には大学院
博士課程が設立された。次頁の図では，歴代の専任の諸先生
方，現専任教員，および実習助手を紹介する。
Ⅱ．専修大学心理学研究室紹介
平成２２年度より，専修大学人間科学部心理学科として新た
にスタートした心理学科は，総勢１４名の専任教員により構成
される体制となった。以下に，各研究室および諸活動を紹介
する（abc順）。
藤岡研究室（心理査定学）
最近，発達障害と他の精神疾患との鑑別の困難さが意識さ
れ，認知行動療法における詳細な心理査定が求められるよう
になり，心理査定の重要性が再認識されてきたと言えます。
本研究室では，心理査定に欠かすことのできないロールシャ
ッハ・テストの研究を進めています。学部の３・４年生を対
象とした「心理学研究法Ⅰ・Ⅱ」において，３年生では，
ロールシャッハ・テストの施行法から解釈法までを学びま
す。４年生では，卒業論文に向けて，ロールシャッハ・テス
トのデータ収集，分析，文献研究を行っています。
諸活動
平成２２年度科学研究費補助金を受け，「データベースを用
いたロールシャッハ解釈支援システムの構築」（基盤研究
（C）：研究分担者）のテーマにより，データの収集を行って
います。
乾研究室（臨床心理学）
私たちの研究室では学部は「投影描画研究」を，大学院で
は「心理療法の治療機序」を研究テーマとしています。一見
異なる研究テーマのようですが，その中では人の無意識の側
面がどのように描画や心理療法過程に生じてくるかを探求し
ます。博士課程１名，修士課程２名，学部１１名のメンバーが
その研究に頑張っています。学部の描画研究ではその歴史
（成立の背景），方法論（検査の構成と実施方法），解釈法
（解釈，判定評価）を学び，その上で描画研究の実証的研究
を目指します。また博士・修士課程は精神分析的な心理療法
過程を外部及び学内施設での各事例を通して，細やかにかつ
豊かに認識し治療実践に生かしています。
諸活動
乾吉佑（２００９）．セラピストの資質・条件・メンタルヘル
ス．「対人援助の技とこころ」（村瀬他編集）臨床心理学増
刊号１号所収．p９６―９９．
乾吉佑（２００９）．日本精神分析学会 学会賞（古澤賞）受賞
第５５回日本精神分析学会総会．大阪
乾吉佑（２００９）．新相談室の飛躍を願って．専修大学心理教
育相談室年報．１５巻．p４７―４９．
乾吉佑（２００９）．思春期・青年期の精神分析的アプローチ．
遠見書房．
乾吉佑（２００９）．「心の健康って何だろうー悲しみを忘れた現
代におけるメンタルヘルス」川崎市多摩区 H２１年度磨けば
光る玉事業「めだかの地域大学」講演．
乾吉佑（２００９）．「企業と臨床心理士のコラボレーションを考
える」第１回神奈川県臨床心理士会．講演．横浜市情文
ホール．
乾吉佑（２０１０）．医療心理学の実践とその応用．日本心理臨
床学会春期ワークショップ．大妻女子大学．
乾吉佑（２０１０）．川崎市委託研究；「発達障害児者生活実態
調査」報告書．研究者；乾吉佑（代表），加藤佑昌，古田
雅明，森本麻穂，井上美鈴，下平憲子
乾吉佑（２０１０）．治療ゼロ期の精神分析．p１―１２．vol．５４，no
３．精神分析研究．日本精神分析学会
乾吉佑（２０１０）．巻頭言「資格問題の取り組みが見えない」
p．１．日本臨床心理士雑誌．６６号 （社）日本臨床心理士
会．
乾吉佑（２０１０）．河合隼雄を語る―日本文化と心理臨床にお
ける貢献―．特集「河合隼雄先生追悼記念プログラム報
告」p．１９３―２１４．京都文教大学臨床心理学部研究報告第２
集．
乾吉佑（２０１０）．子どものこころ１１０番（強迫観念と強迫行
為）．神奈川新聞教育面掲載
加藤佑昌・乾吉佑（２０１０）．巻き込まれ易さを訴える女性と
の心理面接．第２９回日本心理臨床学会．仙台．東北大学
乾吉佑（２０１０）．日本心理臨床学会 学会賞受賞．第２９回日
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専修大学心理学研究室の歴史
出来事 年度 （人格） （学習） （生理） （知覚） （発達） （社会） （臨床）（発達臨床）（認知）（障害（児））（臨床） （認知）（臨床神経）（犯罪）（心理統計）実習助手 実習助手 他学部専任教員
心理学コース S４２ １９６７ 重松 毅 金城 辰夫 河内 十郎 中谷 和夫 野口真知子
S４３ １９６８ ｜ ｜ ｜ ｜ 椙山喜代子 中野 繁喜
S４４ １９６９ ｜ ｜ ｜ ｜ （経済）
S４５ １９７０ ｜ ｜ ｜ ｜
S４６ １９７１ ｜ ｜ ｜ ↓
S４７ １９７２ ｜ ｜ ｜ 高橋 澪子 （上野直子）
S４８ １９７３ ｜ ｜ ｜ ｜ 伊藤 博子
S４９ １９７４ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜
S５０ １９７５ ｜ ｜ 東條 正城 ｜ 森 武夫 ｜
S５１ １９７６ ｜ ｜ ｜ ｜ （法） ｜
S５２ １９７７ （在外） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５３ １９７８ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５４ １９７９ ｜ ｜ ｜ ｜ 山上 精次 ｜ ｜
S５５ １９８０ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５６ １９８１ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５７ １９８２ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５８ １９８３ ｜ （在外） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S５９ １９８４ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S６０ １９８５ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
S６１ １９８６ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 藤岡 新治 ｜ ｜
S６２ １９８７ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ （商） ｜ ｜
S６３ １９８８ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 岡 隆 ｜ ｜ ｜
H１ １９８９ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H２ １９９０ 岡村 達也 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H３ １９９１ ｜ ｜ ｜ ｜ （在外） ｜ ｜ 山下 清美 ｜ ｜ （１９９２．９採用）
大学院修士課程 H４ １９９２ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 岡部 祥平 ｜ （経営） ｜ ｜ 志村由起枝
H５ １９９３ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
大学院博士課程 H６ １９９４ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 中谷 和夫 ｜ ｜ 宮森 孝史 ｜ ｜ ｜
H７ １９９５ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 下斗米 淳 ｜ ｜ ｜ ｜ （経済） ｜ ｜ ｜
心理学科 H８ １９９６ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H９ １９９７ 乾 吉佑↓ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ↓
H１０ １９９８ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 波田野由美
H１１ １９９９ ｜ ｜ ｜ 中沢 仁 ｜ ｜ ｜ ｜ 坂爪 一幸 ｜ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜
H１２ ２０００ ｜ ↓ ↓ ｜ ｜ ｜ ↓ 吉田 弘道 ｜ （法） ｜ ｜ （国内） 村松 励 ｜ ｜
H１３ ２００１ ↓ 廣中 直行 ｜ ｜ ｜ 高田 夏子 ｜ ｜ ↓ ｜ （ネット） ｜ （商学） ｜ ｜
H１４ ２００２ 高田 夏子 ｜ 岡田 隆 ｜ ｜ ｜ 乾 吉佑 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 青木みのり
H１５ ２００３ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 長田 洋和 ｜ ｜ ｜ （ネット） ｜ ｜ （経済）
H１６ ２００４ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （法） ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ↓
H１７ ２００５ ↓ ｜ ｜ ｜ （在外） ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H１８ ２００６ （在外） 澤 幸祐 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 大久保街亜 ｜ ｜ ｜ 岡村 陽子 ｜ ↓ ｜ 角田真紀子
H１９ ２００７ ｜ ｜ ↓ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （経済） ｜ 小川さや夏 ｜ （経済）
H２０ ２００８ ｜ ｜ 石金 浩史 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
H２１ ２００９ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ （在外） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
人間科学部 H２２ ２０１０ ｜ ｜ ｜ （国内） ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ （人間科学）（人間科学） ｜ （人間科学）（人間科学）岡田 謙介 ｜ ｜ ｜
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本心理臨床学会総会．仙台
乾吉佑（２０１０）．心理臨床からみた患者理解．第１１回 HIV/AIDS
医療におけるカウンセリング研修会．独立法人国立病院機
構大阪医療センター講演
石金研究室（生理心理学，脳科学）
私たちの研究室では心の器官である脳における情報処理を
研究しています。平成２２年度の人員構成は，教員１名，学部
生９名でした。本研究室では情報処理中の人間の脳活動を測
定する研究と動物を使用して視覚の神経基盤を調べる研究を
行っています。脳活動を測定する研究では，人間が何かに注
意を向けた時に活動する脳の領域とその特性を調べていま
す。また，視覚の神経基盤を調べる研究では，比較的単純な
視覚誘発性行動と神経活動との関連から，視知覚成立の基礎
となる神経基盤を解明することを目指しています。
諸活動
石金浩史（２００９）．視覚ニューロン群による連続性の符号
化，日本基礎心理学会第２８回大会（日本女子大学目白キャ
ンパス，東京）．
石金浩史（２０１０）．神経細胞および神経回路網の構造と機
能，村上郁也（編）イラストレクチャー認知神経科学，第
２章，オーム社，１９―３６．
石金浩史（２０１０）．初期視覚系による画像情報の符号化―マ
ルチニューロン記録と行動実験によるアプローチ―，第１
回学融合ビジュアライゼーションスクエアー研究会（東京
大学柏キャンパス，柏）．
村松研究室（犯罪，矯正心理学）
研究室では主に，非行・犯罪心理学，非行臨床における家
族療法からのアプローチを研究しております。平成２２年度は
大学院生（博士課程１名，修士課程４名）が所属しておりま
す。少年犯罪の再犯予防のための家族療法からの実践的なア
プローチを研究し，その成果は，法務省矯正研修所，裁判所
職員総合研修所（最高裁），関東管区警察学校，児童相談所
（千葉・横浜），国立児童自立支援施設，日本心理臨床学会
（広島大学）などにおいてスーパービジョンや講義といった
形式で発表しております。非行臨床の分野における優れた臨
床家の育成も研究室の役割の一つであります。
諸活動
村松励（２０１０）．非行臨床におけるジェノグラム（Geno-
gram）の活用について 専修大学人文科学年報，４０，５９―
８２．
中沢研究室（知覚心理学）
この研究室では，外界からの感覚・知覚的情報を心がどの
ように処理しているかについて，またその産物であるところ
の知覚像がどのようなものであるのかについてを調べる研究
を行っています。これまでの学生さんによる研究は，「文字
の読みやすさの要因」「フォントによる語の印象への影響」
「言語の情動価と記憶」「偶発学習と記憶」「motion induced
blindness（運動する刺激によって周辺視野の静止刺激が知
覚されなくなる現象）」「視覚情報による嗅覚情報への干渉」
「音楽の印象をつくる要因」などのテーマでなされており，
多岐にわたっています。
諸活動
平成２２年度の１年間は，豊橋技術科学大学でヴァーチャ
ル・リアリティー技術を用いた知覚像と現実感に関する研究
を行ってきました。具体的には，ヒューマン・マシン・イン
ターフェースを用いて，考えただけで身体の映像を動かせる
ようにできるか，動かせたときの知覚的印象はどのようなも
のになるのか，ということを調べようとするものです。この
基礎部分となる「脳波から，そのヒトの想像していた『動
き』を推測できるか（デコーディング）」ということについ
ての成果の一部が，Takai，Nakazawa，Kato，Kamatani，＆
KItazaki（２０１１）Neural decoding of５leaning directions in mo-
tor imagery from event−related potentials.として，発表され
る予定です。
岡田研究室（心理統計学）
本年度より専修大学に着任いたしました。初めてのことづ
くしの１年でしたが，先輩方や学生さんにあたたかく迎えて
いただき，教えていただいてここまでやってくることができ
ました。幸せなことだと思っております。この場を借りて御
礼申し上げます。本研究室では，心理学研究の「縁の下の力
持ち」である心理統計学を研究しています。これまでの方法
よりもすぐれた新しい統計的方法論を開発したり，どのよう
な場面でどのような手法を使うのが適切かを検証したり，使
いやすいソフトウェアを開発するといった研究を行っていま
す。新年度からは卒論執筆に向けて研究室配属になる３年生
も来てくれますので，ますますはりきっていきたいと思いま
す。
諸活動
岡田謙介・繁桝算男（２０１０）．小標本における選抜効果を補
正する相関係数の推定について―最尤推定法とベイズ推定
法のシミュレーションによる比較―．日本テスト学会論文
誌，６，６３―７４．
Okada, K. & Mayekawa, S.(2010). Post−processing of MCMC
output in order to remove the rotational indeterminacy.
IMPS 2010 : the Annual Meeting of the Psychometric So-
ciety (University of Georgia,USA).
Okada, K. & Mayekawa, S.(2010). A New Post−processing
Method to Deal with the Rotational Indeterminacy Problem
in MCMC Estimation. COMPSTAT 2010 : 19 th Interna-
tional Conference on Computational Statistics (Conser-
vatoire National des Arts et Métiers, France).
岡田謙介・前川眞一（２０１０）．マルコフ連鎖モンテカルロ法
における回転の不定性への対処．２０１０年度統計関連学会連
合大会（早稲田大学）．
岡田謙介（２０１０）．多次元尺度構成法の確率モデル―ベイズ
推定を中心に―．日本心理学会第７４回大会（大阪大学）．
岡田謙介・北村哲史・前川眞一（２０１０）．マルチレベルモデ
ルにおける分散母数の階層化．日本行動計量学会第３８回大
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会（埼玉大学）．
独立行政法人大学入試センター入学者選抜研究機構 客員研
究員
内閣府「平成２２年度景気動向指数の改善に関する調査研究」
研究会 外部協力委員
日本行動計量学会 第３８回大会 企画委員
統計関連学会連合大会 運営委員
岡村研究室（リハビリテーション心理学）
リハビリテーション心理学研究室。対象は，小児から成人
までリハビリテーションの対象となる障害を抱える人々，
様々な障害に対して心理的な構造を明らかにして，どんなア
プローチができるのかについて研究している。臨床において
神経心理学的な観点から可能な認知リハビリテーションを探
る。研究課題としては，高次脳機能障害者のアウェアネス障
害とストレス，遂行機能障害者のグループ訓練の有効性の検
討，社会的行動障害の評価方法の検討など。
諸活動
岡村陽子（２０１０）．公開講座「高次脳機能障害者の社会参加
を考える」ボランティアチーム活動分析報告
岡村陽子・大塚恵美子（２０１０）．社会的行動障害の改善を目
的とした SSTグループ訓練．高次脳機能研究，３０（１），６７
―７６．
岡村陽子・荏原実千代・中島友加・大塚恵美子・赤石正美・
吉永勝訓（２０１０）．BRIEF日本版の作成１ 標準化と信頼
性の検討 リハビリテーション医学会学術集会発表．
岡村陽子（２０１０）．高次脳機能障害者の SSTグループ訓練の
検討 日本心理臨床学会第２９回秋季大会発表．
大久保研究室（認知心理学）
私たちの研究室では心の情報処理を研究しています。平成
２２年度の人員構成は，教員１名，大学院生３名（博士課程１
名，修士課程２名），学部生１４名でした。我々は主に人間の
心の情報処理，すなわち，認知について幅広いトピックを対
象にして研究を進めています。重点的に取り組んでいる研究
領域は，（１）左右差，（２）低次視覚と高次視覚の相互作用，
（３）認知と感情，そして（４）応用的な認知研究となりま
す。例えば，座席行動の左右差や社会的プレッシャーが作動
記憶に与える影響など日頃の生活につながる研究を実証的に
行うことを重視しています。
諸活動
Okubo, M. (2010). Right movies on the right seat : Laterality
and seat choice, Applied Cognitive Psychology , 24, 90―
99.
小林晃洋・大久保街亜（２０１０）．空間的ワーキングメモリに
対するプレッシャーの影響．第８回日本認知心理学会大会
鈴木玄・大久保街亜（２０１０）．非注意による見落としにおけ
る意味情報の役割．第８回日本認知心理学会大会
Okubo, M., Laeng, B., Saneyoshi, A., & Michimata, C. (2010).
Exogenous attention differentially modulates the process-
ing of categorical and coordinate spatial relations, Acta
Psychologica, 135, 1―11.
長田研究室（障害児心理学，乳幼児児童思春期メンタルヘル
ス）
発達に偏りや遅れを持つ児の不適応（異常：abnormal）
行動の包括的な評価をし，診断あるいはまたアセスメントに
有効な尺度の開発を行うことが研究の一つの柱です。また，
エヴィデンスに基づいて，発達障がいを有する児に対して最
も効果的な療育あるいは精神療法の開発も行っています。加
えて，発達障がいの中でも特に自閉症スペクトラム障がい
（Autism Spectrum Disorders : ASD）に関する一般人口にお
けるリテラシーの向上，ASD児を持つ母親のメンタルヘル
スのサポートに関する研究も行っています。一方で，昨今の
インターネットの普及による思春期児童における様々な異常
行動の予防および早期発見，介入に関する研究も進めていま
す。
諸活動
Osada, H. (2009). Autism Spectrum Disorders ―Japanese
current situations and future challenges―. Division of
Mental Health Services and Policy Research Thursday
Series. New York State Psychiatric Institute, Columbia
University Medical Center, NY.
長田洋和（２０１０）．障害児の親のメンタルヘルスに関する研
究―うつ状態の早期発見と家族支援― 本面接調査解析結
果．平成１９～２１年度独立行政法人福祉医療機構「子育て支
援基金」助成事業 最終報告書 pp．３７―５８．
長田洋和（２０１０）．第３部 発達障害の成り立ちとその支
援．３ 心理検査とチェックリストによるアセスメントの
実際．臨床心理士のための子育て支援基礎講座．創元社，
東京．
長田洋和（２０１０）．発達障がいのアセスメント．子どもの臨
床心理アセスメント―子ども・家族・学校支援のために．
金剛出版，東京．
平成２１年度（平成２１年４月～平成２２年３月）在外研究員（米
国コロンビア大学医学部客員准教授）
日本乳幼児医学・心理学会 評議員，編集委員
第３回アジア太平洋発達障害会議 準備委員
江戸川区教育委員会特別支援教育専門家チーム
澤研究室（学習心理学）
私たちの研究室では，主にヒトや動物が経験によって行動
を変えていく学習という現象について研究しています。平成
２２年度は，教員１名，大学院生５名（博士課程２名，修士課
程３名），学部生１１名という構成でした。学習という研究分
野は非常に幅広く，ラットを用いた回顧的再評価といった学
習理論に関する研究から恐怖反応の再発と抑うつの関係とい
った臨床的応用に関わる研究まで，基礎と応用の両面に渡っ
た研究を行っています。またニコチンと衝動性の関係といっ
た行動薬理学的研究やギャンブルなど不確定事態でのヒトの
意思決定研究，ラットの音楽選好，ウマの弁別学習と幅広い
関心に基づいた研究を行っており，日本基礎心理学会や Psy-
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chonomic Society，国際比較心理学会などの学会でその成果
を発表しています。
諸活動
室田尚哉・宮田久嗣・澤幸祐（２００９）．無強化試行において
ラットのレバーを押し続ける行動にニコチンが及ぼす影
響．日本基礎心理学会第２８回大会（日本女子大学）
栗原彬・廣中直行・澤幸祐（２００９）．ラットの道具的条件づ
けにおける回顧的再評価の検討：デフレーションとインフ
レーションの手続きを用いて．日本基礎心理学会第２８回大
会（日本女子大学）
Sawa, K. (2010). When I cannot be rational ; the conditional
and unconditional effect of nicotine on intracranial self−
stimulation behavior. 15 th Biennial Scientific Meeting of
the International Society for Comparative Psychology.
Kurihara, A., Hironaka, N. & Sawa, K. (2010). Recovery from
conditioned inhibition in rat’s operant conditioning : using
deflation and inflation. 15 th Biennial Scientific Meeting
of the International Society for Comparative Psychol-
ogy.
下斗米研究室（社会心理学）
下斗米研では，人の社会的環境への適応過程を研究してい
ます。平成２２年度の室員構成は，教員１名，大学院生２名
（博士１名，修士１名），学部生１４名（４年８名，３年６名）
でした。研究室には，（１）理性的で快適な人間関係や集団の
形成条件を見いだすこと，（２）対人関係や集団成員の苦悩防
止と自己発達・成長方策の探索，（３）差別や排斥，葛藤や紛
争なく，集団や個人らしさを大切にした協調的社会を構築す
るための必要条件を見いだすこと，という３つのテーマが伝
統的に扱われています。研究室メンバーは，いずれかのテー
マに即した問題意識のもとで，大学院生は博士論文や修士論
文執筆に向けて，学部生は３年生から実験や調査，観察によ
る卒業研究を展開し，教員も自身の対人関係モデルの精緻化
と応用に，奮闘する日々でした。
諸活動
下斗米淳（２０１０）．人づきあいをラクにする行動のヒント６８
すばる舎
小澤拓大・下斗米淳（２０１０）．Mate selectionにおける期待
形成理由と期待形成過程に関する研究 日本心理学会第７４
回大会発表論文集，p．２０９．
角尾美奈・飛田操・下斗米淳・風間文明（２０１０）．世間に対
する自己機能（１）：自他整合性の伝播機能の検討 日本社
会心理学会第５１回大会発表論文集，p．３７０―３７１．
風間文明・下斗米淳・飛田操・角尾美奈 （２０１０）．世間に対
する自己機能（２）：自己の世間適応機能の検討 日本社会
心理学会第５１回大会発表論文集，p．３７２―３７３．
小澤拓大・下斗米淳（２０１０）．意思決定の連鎖としての親密
化過程：生起する意思決定の内容と将来への影響力，有し
ている相手の情報に注目して 日本社会心理学会第５１回大
会発表論文集，p．６０８―６０９．
日本心理学会 ワークショップ「語りで支えあう（２）」指定
討論者
日本教育心理学会 学校心理士資格更新講座シンポジウム
「子供や青年に寄り添うことと指導すること：実践と理論
からの学び」 企画・討論者
日本心理学会編集委員
日本社会心理学会理事
日本社会心理学会常任編集委員
日本教育心理学会研究委員
日本労働衛生総合研究所研究倫理委員
日本学術振興会専門委員
専修大学１３０周年記念シンポジウム 司会・討論者
高田研究室（深層，人格心理学）
心理療法や芸術活動などにみられる，無意識の創造的な過
程について学ぶ。一つのアプローチとして，作家，芸術家，
社会的に大きな業績を残した人物の生涯・作品・業績・精神
活動について研究する病跡学がある。また心理療法におけ
る，描画や箱庭，粘土などの非言語的表現の治療的意味を研
究する。さらにこれらを治療者の訓練としても役立てていけ
るようにその使い方を工夫する。
諸活動
The Art Therapy for the Dissociative Identity Disorder―com-
paring the expression of picture, sand play and clay― 箱
庭療法学研究 外国語論文 ２００９年１２月に提出，現在２度
目の査読中
青山心理臨床教育センター 教育講座 「ユング心理学関係
の理論を学ぶ」 箱庭療法
青山心理臨床教育センター 集中セミナー「箱庭療法トレー
ニング」
南新宿カウンセリングオフィス GSV ２０１０年４月～現在
山上研究室（発達心理学，比較発達・認知）
山上研では，昨年度（平成２１年度）卒業生の２名（中込真
衣子さん，塚田晴之さん）および博士課程の榎本玲子さんが
日本心理学会第７４回大会（大阪大学）で学会発表をしまし
た。また博士課程の榎本玲子さんは日本基礎心理学会第２９回
大会（関西学院大学）で学会発表をしました。榎本さんは同
大会の優秀発表賞表彰式で，前回大会における研究が表彰さ
れ理事長から表彰状と賞品が授与されました。榎本さんの受
賞は平成１８年に続き２度目となります。卒業論文に関して
は，今年度は９名が卒業論文提出予定でしたが，内７名が無
事提出しました。１１月の研究法振り分けの結果，２３年度４月
から山上研に３名の新人が参加することになりました。なお
恒例の夏合宿では，今年度初めてゼミの発表風景を Ustream
で中継生放送をしました。チャットで多数の OBなどが議論
に参加しました。今後もこの試みは継続する予定です。来年
度に向けての新企画として２２年度卒業論文および２３年度から
の研究法１，２の発表をオンラインジャーナル的に公表する
ための準備をしています。
諸活動
塚田晴之・山上精次（２０１０）．知能検査および精神テンポが
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個人の時間管理行動に与える影響，日本心理学会第７４回大
会発表論文集 p．５９８
中込真衣子・山上精次（２０１０）．対人距離の発達的研究―幼
児の性・年齢および着座してからの時間経過が及ぼす影響
―，日本心理学会第７４回大会発表論文集 p．１１１０
榎本玲子・山上精次（２０１０）．手の周辺領域の空間的注意に
おける手の状態の影響，日本心理学会第７４回大会発表論文
集 p．７４０
Enomoto, R., and Yamagami, S. (2010). The influence of vis-
ual perception for hands on spatial attention of periper-
sonal space. Japanese Journal of Psychonomic Society,
29, 75―76.
榎本玲子・山上精次（２０１０）．道具使用による手周辺におけ
る空間知覚の変容に関する研究，日本基礎心理学会第２９回
大会発表 I―３４５
社団法人日本心理学会 代議員
日本基礎心理学会 常務理事・編集委員長
独立行政法人大学評価・学位授与機構 文学・神学専門委員
会 心理学部会委員
吉田研究室（発達臨床心理学）
学部生９人，大学院生４人でスタートしましたが，事情が
あり学部生は８人になりました。それぞれが，卒論研究，修
論研究に向けて健闘しています。テーマは様々で，「共感性
と親の養育態度，親の情緒的応答性」「幼児期におけるスト
レス場面の対処方略とアタッチメント，気質の関連性」「結
婚準備性と親子関係」「自己開示と孤独感」「恋愛依存とアタ
ッチメント」「携帯依存と孤独感」「自己信頼・他者信頼と親
子関係」「共感性と親子関係」などがあります。学部生は４
年間で卒業すること，大学院生は２年間で修了することを目
標としていますので，無理のないテーマと研究方法にそれぞ
れ落ち着いています。
諸活動
吉田弘道・伊藤研一（２０１０）．精神分析的遊戯療法，まと
め・遊戯療法を学ぶにあたって
吉田弘道・伊藤研一（２０１０）．遊戯療法 二つのアプロー
チ，復刻版，１０７―２２８，２２８―２４０，福村出版，２，１
吉田弘道（２０１０）．子育て支援とコラボレーション・臨床心
理士の子育て支援，子育て支援と心理臨床，１巻，５０―
５５，５，２０，福村出版
吉田弘道（２０１０）．親のメンタルヘルス・育児不安，子育て
支援と心理臨床，１巻，１０４―１０７，５，２０，福村出版
吉田弘道（２０１０）．発達障害児への心理療法的関わりについ
て，臨床心理士子育て支援合同委員会編，子育て支援基礎
講座，１３７―１５５，創元社，６，２０
吉田弘道（２０１０）．幼児期の心の発達と食，空腹感・満腹
感，おっぱいに執着，食べ過ぎる，食べ物への関心を持た
せる，親の食事の影響，指しゃぶり，乳幼児食生活研究会
編，幼児の食生活―その基本と実際―，１９―３７，９９―１００，
１０６，１０７，１１５，１１６―１１７，１２７―１２８，日本小児医事出版
社，９，７
吉田弘道（２０１０）．心理発達の評定，前川喜平，落合幸勝
編，乳幼児健診における境界児―どう診てどう対応するか
―，２５―３３，診断と治療社，９，２２
馬場禮子・吉田弘道・亀口憲治・松島恭子・佐々木淑子・橘
玲子・飯長喜一郎（２０１０）．大会委員会企画シンポジウム
２・子育て支援合同委員会共催，子育て支援の教育・研
修を巡って，日本心理臨床学会 第２９回秋期大会，発表論
文集，１７，９，３，仙台
齋藤謁・吉田弘道・村瀬嘉代子・郷治知道・杉本春彦・山本
恒雄（２０１０）．大会委員会企画シンポジウム ４・日本臨
床心理士会福祉領域委員会共催，こどもの虐待防止と心理
的支援―心理臨床に期待すること・してほしいこと―，日
本心理臨床学会 第２９回秋期大会，発表論文集，２２，９，
４，仙台
Ⅲ．本年度開催行事
４月１７～１８日 第４回 心理学科フレッシュマンキャンプ
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於 伊勢原セミナーハウス
平成１９年以来，毎年４月のオリエンテーションウイークの
次週末に一泊二日で伊勢原セミナーハウスにて，フレッシュ
マンキャンプを開催している。目的は，入学したばかりの１
年次生が心理学科にて有意義な４年間を過ごせるように，２
年次生以上の学生，さらに心理学科の全教員とも直接話がで
きる機会を作ろうということである。２年次生以上の有志が
フレッシュマンキャンプ実行委員を務め，心理学科専任教員
から１名が実行委員を総括する役割を担う。本年度は，石金
浩史准教授が学生の実行委員と企画について話し合いなが
ら，フレッシュマンキャンプの成功に導いた。フレッシュマ
ンキャンプを経験する事で，新入生が非常に大学生活の良い
スタートを切る事できていることに加え，実行委員の２年次
生以上も，より心理学科での学業生活において充実感を得て
いる。今年度は，本学日学長よりのビデオレターも頂戴
し，フレッシュマンキャンプの意義もより高くなってきてい
る者と思われる。今後も，このイベントは継続していく。
５月３１日 第１回 心理学研究室ホームカミングデー開催
心理学科は，文学部心理学科，人文学科心理学専攻の時代
を含めると５４年という歴史のある学科であり，多くの卒業生
を排出してきた。現在も専門領域で研究者あるいは高度職業
専門家として活躍している者もいる。昭和４２年に設立されて
以来，今年度の人間科学部心理学科の創設に寄与されてきた
諸先生方および卒業生を迎えるべく，第１回心理学研究室
ホームカミングデーを独自に開催した。実に２２３名の方々が
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ご参集下さり，非常に盛況であった。毎年行われる本学の
ホームカミングデーとはひと味違ったアットホームな雰囲気
であったと思われる。
Ⅳ．卒業論文題目
今年度，文学部心理学科では，６７名が平成２２年１２月１５日に
卒業論文を提出した。以下に卒業論文題目を示す。
安部和也 中脳辺縁系のドパミン機能に対する向精神薬の効
果
白石知美 カウンティングにおける感情価の作用の確認
渡辺壮一 スピーチ不安の抑制に及ぼす数唱課題と記号書写
課題の効果
大谷奈緒美 恋人・結婚相手選択における期待形成過程の差
異
高岡陽子 雨中人物画における雨よけの意味
高橋奈月 大学生の親準備性の発達に関する要因について：
両親の夫婦関係，現在の母親との関係，母親の養育態度，
結婚願望に着目して
石塚美智子 物語を読む際の視点取得が共感に及ぼす影響
福村美妃 病跡学における依存症と中村うさぎ
相川俊輔 音楽の繰り返し聴取による好みの形成：ジャンル
を通した検討
石塚正樹 大学生における対人恐怖心性の研究―攻撃性と両
親の養育態度が与える影響―
伊佐萌 性同一性障害者（MtF）におけるボイスセラピーの
重要性の検討
岸田あずさ 絵本からの感想による発達の考察
石川ひとみ 両親の夫婦関係や児童期における親子の接触時
間，達成経験が青年期の信頼感に与える影響について
伊東紗桜 恋人への依存に対する親とのアタッチメントおよ
び親の養育態度との影響について
西村真理 大学生の内集団意識が自己ステレオタイプ化に及
ぼす影響
山上望 悪意と攻撃行動―反応時間を手がかりとした実験的
検討の試み―
工藤倖明 ジェンダー規範と家族アイデンティティが大学生
のデートバイオレンスに及ぼす影響について
辻まりや 顔の表情の違いによるフリッカー課題における変
化検出への影響
北井雄太郎 家族機能とストレス認知
太田勇輔 ストレス性作業課題遂行中における音楽のストレ
ス軽減効果の検討―唾液アミラーゼを指標として―
阪口真衣 抑うつがもたらす復元効果への影響
持田詩織 親友の存在が対人関係における自他評価および関
係性に及ぼす影響
庄子美樹 坂本龍馬とフリーメイソン
田端薫 マリリン・モンローの病理と創造性
鈴木佐知子 大量殺傷犯人の行動パターン分類
榎本ゆかり ゼブラフィッシュの OMRを指標とした運動残
効の検討
田原舞 血液型性格分類―認知的不協和理論と志向性の観点
より―
川村理沙 両耳異聴課題における聴覚的注意による後頭皮質
の左右非対称な脳活動
湯浅麻衣 大学生における星と波テストの描画特徴とパーソ
ナリティ特性の関係―男女差の検討
中根理香子 外向性と情緒不安定性が曖昧表情の認知に及ぼ
す効果の検討―表情検出課題を用いて―
島野崇 外形の選好に及ぼす親近性の影響
松下郁未 脳の情報処理スタイルが夢内容に及ぼす影響につ
いて
中村彩樹江 きょうだい構成が大学生のソーシャル・スキル
の程度に与える影響について
川邉秀之 逸脱行動がもたらす罪と恥の許容性効果
菅原美穂 あの人はほんとうに私を見てる？―視線方向判断
における呈示時間，呈示位置，頭部回転角及び視線偏位角
の影響―
笹目江里子 メールを用いたコミュニケーションの感情や行
動の探索的研究―ネガティブ側面の軽減をめざして―
加藤菜月 ヒトにおけるWork−Ethicsの再現性についての
研究
亀田結衣 大学生の共感性と親の養育態度及びアイデンティ
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ティの関連について
萩野航平 対人関係の親密化過程における友人評価方略の探
索―現代青年心性を踏まえた一考察―
内山雄太 ラットの音楽選好に楽曲の周波数が与える影響
河面雅之 唾液アミラーゼを指標とした時間切迫によるスト
レス反応
飯沼歩 大学生における孤独恐怖および友人関係期待と携帯
利用の関連
高田詩織 図式顔における怒り優位効果についての検討―顔
構成パーツのカウント課題を用いて―
菊池優基 内集団への所属意識および社会的アイデンティテ
ィの強度が自己ステレオタイプ化に及ぼす効果
高橋志歩 いきいき局面の類型化と規定要因の探索―いきい
き感を得るために―
中村真吾 商品広告における古典的条件づけの手法と効果
森綾香 ドメスティック・バイオレンスの加害の可能性に関
連する要因の検討
新川夏美 大学生における親の養育態度と親密性ならびに自
我同一性についての研究―質問紙とロールシャッハ・テス
トを用いて―
小泉麻優 大学生の援助行動量とストレス症状の関連
新井悠莉恵 描画評価の妥当性についての基礎的研究―樹木
画との関連から―
中山優里 大学生における自己開示が孤独感に与える影響
角田智美 大学生における親の養育態度と親密性ならびに自
我同一性についての研究―質問紙とロールシャッハ・テス
トを用いて―
大塚志織 同性愛に対する潜在的態度の変容―視線変化を伴
う男性同性愛者の魅力評価課題を介して―
山宮春香 マウス網膜神経節細胞間における光刺激に対する
周期的同期発火の解析
高橋彰雄 ウマに対する愛撫の報酬効果の検証
松平周輔 自己開示欲求と対人恐怖心性が大学生活の充実度
に及ぼす影響について―質問紙とロールシャッハ・テスト
による検討―
加藤茉衣子 大学生における自己に対する認識と友人関係
鈴木教靖 コラージュ療法による感情変化についての考察
神なつ実 面接者の行動が被面接者に与える影響
梅本真伍 評価懸念対処方略の類型化と規定要因の検討
武田信彦 教示のフレーミングによるリスク選択行動への時
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間的切迫感の影響
木島直人 大学生における親の養育態度と親密性ならびに自
我同一性についての研究―質問紙とロールシャッハ・テス
トを用いて―
安池麻美 自己開示欲求と対人恐怖心性が大学生活の充実度
に与える影響について―質問紙とロールシャッハ・テスト
による検討―
酒井春佳 連続的に移動する RSVP課題を用いた空間的注意
の位置と脳活動の関係についての検討
藤田理沙 自閉症における表情認知の理解について
石川英延 青年期にみる不安と父親の養育態度との関連性に
ついて
櫻井香里 規範意識と反芻傾向の関連と攻撃性の差異
Ⅴ．卒論優秀論文
今年度提出された卒業論文のうち，次の３篇が優秀論文に
選ばれた。以下に，当該論文の題目を再掲すると伴に，指導
された教員と学生を奨励し，心理学研究室のますますの発展
を祈念したい。
持田詩織 親友の存在が対人関係における自他評価および関
係性に及ぼす影響
高田詩織 図式顔における怒り優位効果についての検討―顔
構成パーツのカウント課題を用いて―
大塚志織 同性愛に対する潜在的態度の変容―視線変化を伴
う男性同性愛者の魅力評価課題を介して―
Ⅵ．修士論文題目
今年度は，大学院文学研究科心理学専攻修士課程修了見込
みの院生は１１名であり，以下の修士論文題目が提出されてい
る。なお，今年度の修士論文口述試験は平成２３年１月２７日に
行われた。
児玉梨菜 青年期における自己愛の病理
石塚惠美 自己効力感が進路選択に及ぼす影響について―
カードソートを用いた検討―
栗原彬 回顧的再評価と媒介条件づけ：味覚嫌悪学習事態を
用いた検討
小林晃洋 社会的プレッシャーがワーキングメモリに及ぼす
影響
小澤あゆみ 保育士とのアタッチメント及び気質と幼児のス
トレス場面における対処行動との関連性
横山弓子 キャリア形成過程における人材コーディネーター
の職務葛藤の変容と対処に関する研究
阿久津圭佑 共感性の発達における親の情緒的応答性及び家
族関係の影響
甫守絵里香 青年期の友人関係に関連する心理特性の検討―
対友人不安感情，承認欲求，対人的疎外感に着目して―
宮木孝幸 うつ病による休職者が復職に向けてたどる心的プ
ロセスに関する研究～復職支援プログラムの利用者に焦点
を当てて～
小林真理 大学生における防衛的悲観主義と被援助志向性に
ついて
市塚晶子 大学生におけるいじめ経験が及ぼす長期的影響―
いじめ場面特性および原因帰属との関連―
Ⅶ．心理学研究室構成員の消息
今年度は，岡田謙介講師が新たに構成員に加わった。
岡田謙介（おかだけんすけ）平成２２年４月入職
専門分野：心理統計学
担当科目：
・心理学データ解析 I
・心理学データ解析 II
・基礎心理学特講 VI
・論文指導
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